
松松
浦浦
ゆゆ
かか
りり
ささ
んん

（
次
世
代
の
た
め
に
が
ん
ば
ろ
会
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表
）

「
ほ
、
ほ
た
る
が
飛
ん
だ
ば
い
」校
長
先

生
が
息
せ
き
切
っ
て
駆
け
寄
り
、
満
面
の

笑
み
を
浮
か
べ
た
。
そ
の
時
川
掃
除
で
汗

を
流
し
て
い
た
私
は
、
ス
コ
ッ
プ
を
持
つ

手
が
止
ま
り
、
走
馬
灯
の
よ
う
に
三
年
前

の
環
境
学
習
会
の
場
面
が
脳
裏
を
駆
け
巡

っ
た
。

つ
ぶ
ら
な
瞳
に
凝
視
さ
れ
、「
小
学
校
の

前
の
川
で
遊
び
た
い
？
」
と
聞
い
て
み
た
。

汚
い
と
有
名
な
川
、
も
ち
ろ
ん
子
供
達
の

答
え
は「
汚
い
」「
絶
対
に
イ
ヤ
」と
即
答
し

た
。
数
日
後
、
子
供
達
の
礼
状
に「
ホ
タ
ル

が
飛
び
か
う
川
に
し
て
欲
し
い
」と
あ
り
、

「
絶
対
に
飛
ば
せ
て
や
る
よ
！
」と
誓
っ
た
。

そ
れ
が「
生
き
た
川
造
り
」の
始
ま
り
だ
っ

た
。会

員
と
知
恵
を
出
し
合
い
、
護
岸
が
コ

ン
ク
リ
ー
ト
で
覆
わ
れ
た
川
に
酸
素
が
供

給
さ
れ
る
よ
う
に
カ
キ
殻
で
Ｓ
字
型
の
流

れ
と
段
差
を
組
み
、
淵
や
堰せ
き

を
作
っ
た
。

ホ
タ
ル
の
寝
床
の
た
め
に
砂
利
と
土
を
入

れ
、
岸
辺
に
苔
を
植
栽
し
、
ワ
イ
ン
樽
で

ビ
オ
ト
ー
プ
を
作
っ
た
。
毎
月
の
川
掃

除
・
水
質
検
査
は
、
冬
の
雪
が
降
る
時
も

行
っ
た
。
猛
暑
の
夏
に
は
、
早
朝
五
時
起
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き
で
子
ど
も
た
ち
の
た
め
に
と
、
一
縷
い
ち
る

の

望
み
を
託
し
が
ん
ば
っ
た
。

カ
キ
殻
を
使
っ
た
河
川
浄
化
は
、
地
元

漁
協
が「
全
部
も
っ
て
っ
て
」と
敬
遠
し
た

海
の
廃
棄
物
で
の
リ
サ
イ
ク
ル
で
あ
り
、

一
石
二
鳥
の
取
り
組
み
だ
っ
た
。
そ
れ
に

科
学
的
酸
素
供
給
量（
Ｃ
Ｏ
Ｄ
）値
７
の
汚

い
川
が
カ
キ
殻
を
投
与
し
た
だ
け
で
、
一

時
間
後
に
Ｃ
Ｏ
Ｄ
値
２
に
な
っ
た
時
は
信

じ
ら
れ
な
か
っ
た
。
カ
キ
殻
の
カ
ル
シ
ウ

ム
は
、
河
川
汚
染
の
一
番
の
原
因
で
あ
る

生
活
排
水
の
リ
ン
と
結
合
し
、
沈
殿
さ
せ

る
。
最
後
は
自
然
消
滅
す
る
。
こ
の
カ
ル

シ
ユ
ウ
ム
を
餌
と
す
る
小
魚
や
ホ
タ
ル
の

餌
で
も
あ
る
カ
ワ
ニ
ナ
が
定
住
す
る
。
ま

た
、
殻
の
ゴ
ツ
ゴ
ツ
し
た
表
面
に
微
生
物

が
寄
生
し
、
食
物
連
鎖
が
発
生
す
る
と
い

う
。
こ
れ
ら
の
効
能
が
川
本
来
の
自
浄
作

用
を
回
復
さ
せ
、
ホ
タ
ル
が
飛
ぶ
よ
う
な

環
境
を
作
り
上
げ
た
の
だ
ろ
う
。

地
域
住
民
の
川
に
対
す
る
考
え
方
も
変

わ
り
つ
つ
あ
る
。
こ
の
カ
キ
殻
投
与
と
生

活
排
水
の
改
善
を
求
め
る
チ
ラ
シ
を
子
供

達
と
共
に
作
成
し
、
一
軒
一
軒
配
っ
た
か

ら
だ
。

私
達
は
環
境
学
習
会
で
、
一
枚
の
手
書

き
の「
食
物
連
鎖
」の
絵
を
持
ち
歩
い
て
い

る
。
そ
れ
は
、
地
球
上
の
全
て
の
生
物
は

共
生
し
て
い
る
事
、「
水
の
循
環
」「
食
物

新「
八
代
市
」の
誕
生

八
代
郡
市
六
市
町
村
に
よ
る
合
併
は
、
協

議
会
設
置
か
ら
二
年
半
、
四
十
一
回
の
協
議

を
経
て
、
三
月
三
十
日
に
県
知
事
に
合
併
の

申
請
を
行
い
ま
し
た
。

八
月
一
日
に
は
、
人
口
十
四
万
人
、
面
積

六
八
〇
�
の
新「
八
代
市
」の
発
足
と
な
り
、

さ
ら
に
大
き
な
県
南
拠
点
都
市
が
誕
生
し
ま

す
。新

市
は
、
球
磨
川
や
氷
川
の
恵
み
を
受
け

て
、
広
大
な
八
代
平
野
が
広
が
り
、
日
本
一

の
農
業
産
地
を
形
成
し
ま
す
。

さ
ら
に
、
高
速
交
通
網
の
充
実
や
港
湾
の

整
備
に
よ
り
交
通
と
物
流
の
要
衝
で
あ
る
と

と
も
に
歴
史
と
文
化
の
里
と
し
て
の
多
く
の

名
所
旧
跡
も
数
多
く
点
在
し
て
い
ま
す
。

そ
し
て
、妙
見
祭
や
全
国
花
火
競
技
大
会
、

九
州
ス
リ
ー
デ
ー
マ
ー
チ
な
ど
の
年
間
通
じ

て
の
祭
り
イ
ベ
ン
ト
や
各
種
ス
ポ
ー
ツ
大
会

誘
致
な
ど
に
よ
る
年
間
交
流
人
口
は
、
約
五

十
万
人
以
上
を
超
え
る
状
況
に
あ
り
ま
す
。

「
新
市
建
設
計
画
」の「
新
市
の
将
来
像
」

で
も
、「
恵
ま
れ
た
資
源
を
活
か
し
、
発
展

す
る
豊
か
な
ま
ち
」「
人
と
地
域
が
主
役
の

ま
ち
」
を
掲
げ
、
住
民
と
行
政
が
協
働
で
ま

ち
づ
く
り
を
推
進
し
、「
十
五
万
都
市
」を

目
指
す
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

何
よ
り
も
重
要
な
こ
と
は
、
地
域
の
豊
か

な
個
性
を
伸
ば
し
、
地
域
が
連
携
し
、
新
市

全
体
が
一
体
と
な
っ
た
ま
ち
づ
く
り
が
必
要

と
考
え
ま
す
。

▲5月8日に行われた第3回宮地新地カキ殻祭りでは、市
内小中高校などを中心に、県内外から約400人が参加
し、二見川河口で集められた約5ｔのカキ殻を宮地小
前の新川に投入しました。

連
鎖
」「
地
球
上
の
大
気
の
循
環
」す
べ
て

が
、
明
日
は
わ
が
身
に
廻
っ
て
く
る
と
い

う
事
を
教
え
る
。「
生
か
さ
れ
て
い
る『
命
』」。

そ
れ
を
理
解
し
た
ら
す
べ
て
の
生
物
に
優

し
く
な
れ
る
は
ず
だ
。

私
の
環
境
活
動
の
き
っ
か
け
は
、
亡
き

我
子
に
学
ん
だ「
命
」の
価
値
。
あ
の
子
の

教
え
て
く
れ
た
大
切
な「
命
」の
礎
が
、
今

の
私
の
考
え
で
も
あ
り
、
行
動
で
も
あ
る
。

「
川
は
汚
い
」
と
返
事
し
た
子
供
達
は
、

今
で
は
言
う
ま
で
も
な
く
、
川
の
ゴ
ミ
を

裸
足
で
拾
う
ほ
ど
の
川
の
監
視
役
に
成
長

し
、
毎
月
の
川
掃
除
で
共
に
汗
を
流
し
て

い
る
。
彼
ら
が
夢
に
描
く
ホ
タ
ル
の
乱
舞

す
る
川
の
実
現
に
向
か
っ
て
、
共
に
進
行

中
で
あ
る
。

※
第
十
四
回
地
球
に
優
し
い
作
文
・
活
動
報
告
コ
ン
テ
ス
ト

（
読
売
新
聞
社
主
催
）作
文
・
活
動
報
告
部
門
一
般
・
外
国
人
の

部
で
、
経
済
産
業
大
臣
賞
受
賞
作
品
（
平
成
十
六
年
十
一
月
二


